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BacterialLipaseandHigh-FatDietsinCanineExocrinePancreaticInsufficiency：
ANewTherapyofSteatorrhea？
膵外分泌不全犬における細菌性リパーゼと高脂肪食：脂肪便の新しい治療法？
学位授与番号
学位授与年月日
氏名
学位論文題目
教授
教授
教授
渕
林
輪
宏主査
副査
馬
小
論文審査委員 健
晃
内容の要旨及び審査の結果の要旨
膵性脂肪便治療に汎用されている経口酵素剤は，低力価であり，かつ上部消化管において胃酸や蛋白分解酵素によ
る不活性化を受けるため，十分な治療効果が得られていない。一方，慢性膵不全の治療では，一般に脂肪摂取の制限
が推奨されているが，栄養管理に苦慮する例が少なくない。そこで著者は，外科的膵管結紮により慢性膵不全犬を作
製し，近年抽出・精製された，新しい高力価・酸耐`性の細菌性リパーゼ（以下BL）の治療効果を検討すると共に，
同一カロリーで栄養組成（３大栄養素の％Cal構成）の異なる５つの試験食を用いて，食事の栄養組成が消化吸収及
び，脂肪便の治療効果に与える影響について検討した。
研究成果はつぎのように要約される。
１）ＢＬ（３万～60万単位）は，‘慢性膵不全犬において投与量依存性に脂肪吸収率を増加させた。
２）ＢＬパウダー投与群とパウダーを予め溶解したリキッド投与群で脂肪吸収率を比較したところ，リキッド投与
群では脂肪吸収率がより高い傾向にあり，リパーゼ・食物の胄内混合の重要性が示唆された。
３）食事の栄養組成は，炭水化物，脂肪，蛋白質の吸収及び脂肪便の治療効果に影響を与えた。便中脂肪量は，
ＢＬ非投与下では高脂肪食において有意な増加を認めたが，ＢＬ投与下では各試験食とも１０９／日前後と一定であっ
た。ＢＬ投与下の脂肪吸収率は，食事中の脂肪の割合と正の相関関係を示し，高脂肪食ほど高い値を示した。
４）食事の栄養組成は便スコアー（性状スコアー［１＝正常，２＝軟便，３＝水様便］と回数の積)，便重量に影
響を与えた。便スコアーは，食事中の蛋白質の割合が高いほど高値を示し，ＢＬ投与下では，高脂肪食において低
値を示した。便重量は，脂肪吸収率が高いほど低値を示し，ＢＬ投与下では，高脂肪食において低く，ＢＬ非投与群
と比較し有意な改善を認めた。
本研究により，膵性脂肪便治療における高力価・酸耐’性菌細菌性リパーゼの有用性を示し，治療食の栄養組成が消
化吸収及び脂肪便の治療効果に影響することを明らかにした。特に，これまでの常識を覆し高力価・酸耐性金細菌性
リパーゼと高脂肪食を併用することにより，慢性膵不全患者の脂肪吸収を改善し，症状を緩和させ得ることを示し得
たことは，現在の慢性膵不全患者の栄養管理が抱える問題の解決につながる重要な提言であり，臨床消化器病学に寄
与するところ大であると評価される。
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